
玉川村役場設(0247)57--3101編集/企画調整課印刷/惰)円谷印刷(毎月15日発行)

組
朝
刊

足
元
を
見
つ
め
直
す

物
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
新
た
な
創
作
や
演
出
が
大
さ
な
力
に

な
り
ま
す
が
、
時
と
し
て
、
あ
ま
り
に
遠
く
を
見
す
ぎ
て
え
え
が

見
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

足
元
を
見
つ
め
直
す
こ
と
も
、

る
は
ず
で
す
。

物
を
生
み
出
す
大
き
な
力
に
な

考
園

小針孝ーさん(中)製作の切り絵



平成4年4月広報たまかわ

E我

輩
E我n_i.
長決
にま
塩る
田

臨
時
議
会
の
結
果
、
新
議
長
に
は

塩
田
征
二
郎
氏
(
議
員
3
期
日
)
、
副

議
長
に
は
高
林
浅
男
氏
(
議
員
2
期

日
)
の
両
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
と
組
合
議
員
、

村
監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
選
出
さ
れ
た
委

員
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
・
順
不

同
)

須

田

福

2 

大

勝

ん
1
J

ム
什
，

3 

矢

吹

平成ヰ年4月

広
(
れ
)

北須釜・農業

無所属当 1

義
(
将
)

岩法寺・農業

無所罵当 1
(
引
)

小高・農業

無所属当 1

渡

辺

助
次
郎
(
印
)

4 

広報たまかわ

北須釜・農業

無所属当 1

委

員

長

副
委
員
長

委

員

溝関高大森矢

部

賢卯浅勝儀玄

彦一男義秋信

井根林竹

。今5 

大

野

勝

雄
(
臼
)

需須釜・農業

無所麗当2

委

員

長

副
委
員
長

委

員

宗

形

仁
井
田

須

田

矢

吹
佐

藤

福保徳

男一広雄次

2 

-
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
議
会

議
員

大

勝

義

1-

委

員

長

副
委
員
長

委

員

奥塩大渡倉

野田野辺鎌

義征勝助徳
二次
章郎雄郎三

竹

1--総務委員会……庶務・財
務・職員に関する事務の調

査及び審査
・産業建設委員会……農
林-水産-畜産-商工業-土

木に関する事務の調査及
び審査
・文教厚生委員会...…教

膏・文化・社会事業・消防寄
生・水道等に関する事務の

調査及び審査

7 

倉

鎌

三
(
印
)

-
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
議

会
議
員

i度矢須

干高

辺吹田

広

助
次
郎

徳

農業

当2
岩法寺

無所嵩

-
玉
川
村
監
査
委
員

仁

井

田

保

雄

委

員

長

副
委
員
長

委

員

佐宗倉矢溝

藤形鎌部井

一徳、徳玄賢

男次三信彦

4
月
3
日
、
村
議
会
議
員
の
改
選
後
、
最
初
の
臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
今
回
の
臨
時
議
会
で
は
、
正
・
副
議
長
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
、
組

合
議
員
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
福
島
空
港
の
関
潜
を
来
年
3
月
に
ひ
か
え
、

新
し
い
時
吸
を
し
て
い
否
玉
川
村
。
将
来
を
見
通
し
た
村
づ
く
り
に
期
待
す

る
住
民
の
声
の
高
ま
り
は
、
よ
り
活
発
な
議
会
活
動
を
期
待
す
る
住
民
の
声

で
も
あ
り
ま
す
。

1-

議
会
の
円
滑
で
能
率
的
な
運

曽
を
図
る
た
め
、
運
営
責
任
者

で
あ
る
議
長
が
相
談
で
き
る
諮

問
機
関
的
な
役
割

村議会議員選挙の有権者数と投票率の推移

有権者 投票率 人口※

男 2，677人 94.99% 3，796人

平4成年 女 2，815 95.88 3，881 

計 5，492 95.45 7，677 

男 2，599 95.04 3，749 

女 2，756 96.92 3，844 

計 5，355 96.00 7，593 

昭59和年

男 2，548 95.68 3，678 

女 2，690 96.51 3，812 

計 5，238 96.11 7，490 

n
H
U
 

a--z 
フド己
木木

秋
(
飢
)

儀

農業

当2属

吉

所鉦川

14議
長

塩

田

征
二
郎

(
皮
)

副
議
長
8

高

6 

矢

部

信
(
別
)

京

川辺・農業

無所属当2

本木

浅

男
(
邸
〉

四辻新田-農業

無所属当3

9 

関

根

9P 

北須釜・農業

無所篇当2
(
邸
)

-農業

当2
中

無所属

11 

仁
井
田

保

雄
(
日
)

竜崎農業

無所属当3

12 

溝

賢

井

13 
ロ乞、
万て

形

徳

15 

佐

藤

16 

奥

野

義

※3月1自現在の人口

彦
(mw)

小高・‘農業

無所属当3

次
(
お
)

南須釜-農業

無所震当3

男
(
糾
)

蒜生・農業

巴本共産党当6

章
(
閃
)

岩法寺・農業

無所震当6

3 



平
成
4
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
が

3
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
は
、
前
年
度
よ
り
も

1
億
2
，
2
0
2万
円
少
な
い
詑
億

2
，
4
9
5
万
円
で
す
が
、
特
別
会

計
を
含
め
た
総
予
算
額
は
伺
億

4
，

0
1
0万
円
と
な
り
前
年
度
よ
り
も

1
億
4
，
0
1
2万
円
多
い
積
極
的

な
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
創
意
工

夫
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の

形
成
を
目
指
す
平
成

4
年
度
の
予
算

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成4年4月広報たまかわ

495万円

" ~C::jH:~~: 

一般会計に

山一. '._-_." 
111""1札、..... ~・E
s・1・._.
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一一川町内iへ 川ζ炉

， 算予な的極積r
1人あたりが納める
村税 55，002円
(4億2，?04万円)

閤 (2定億282，，資49473I万円産円]税

市町村民税

21，218円

(1億6，474万円)

市町(2村3，7，69た094万円ば円)こ税

軽自動円車税

1，237 

(960万円)

平成4年1月1日現在
人口 7，764人

2 び く前
%率次ぷ年収
をと さ時32度入
占な 霧襲吹 ょの
めつ 野総 りト
まての 句部品 も
すおは ♂マ "1
り村 y 'は

山芝43努
(額仇 O 交
村の議'?f3F:~，ゑ万付
の l~'Y~の警ペf円税
イ昔・千申較に多で

金
)
は
総
額
の
日
・
8
%
を
占
め
ま

3{章、8.075万円
5億5.0∞万円

園圃 4年度

亡ゴ 3年度

3億3，393万円
3億5，243万円

3億1，547万円
3億6，403万円

9，800万円
1億1.392万円

4，833万円
4.318万円

3億8，705万円
3億5，586万円

2億1，320万円
積立金そ 1億6.005万円
の他 1%

支
出
の
ト
ッ
プ
は
土
木
費
で
前
年

度
よ
り
も
1
億
8
，1
0
9
万
円
多

く
全
体ぜ
総
議
・
島
一%
を
占
抄
ん
す
、

次
服
務
額

欄
僻
教
育
療
と
な

緩

い
ま

3
;と
持
母

と
榔

叩
%
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
口
こ
れ

は
、
中
学
校
の
校
舎
建
築
等
が
終
了

し
た
た
め
で
す
が
、
引
き
続
き
体
育

館
建
築
な
ど
を
行
う
た
め
、
総
額
に

占

は

回

高

く
別

v講
師

図
の

と
お
り
で
、
建
設
事
業
が
全
体
の

ω
%
を
占
め
ま
す
。

1人あたりに使われる

お金 415，372円

災害復旧費

14，270円

8，496円

6，408円

54，021円

49，851円

117，763円

76，303円

議

入歳2，833円諸支出金その他

-消防費
須賀川地方広域消防組合分担金・・・・……… 7，558万円
(広域消防組合を運営するための村負担金)

消紡施設整備事業…………………………… 939万円
(防火水槽工事費・小型動力ポンプ積載車購入費など)

※この外に須賀川消防署玉川派出所が平成4年度事業で北須釜

字森毅地内に建設される。

平

成

4
年

度

の

主

な

事

業

費

-土木費
村道、道路維持・道路新設改良事業

… 5億6，400万円
(空港関連事業・?東雪害防止事業費など)

公営住宅建設事業…………...2億9，400万円
(村営住宅、玉Jlf団地・長内団地の工事費など)

住民情報システム整備事業………'1，100万円

(寸業務をオンライン化する費用など)

た4 ・・・・・・…・・・・・・・・…一...................640万円

(参議院議員通常選挙・福島県知事選挙費用など)

(仮)福島エアポートサービス(槻への出資金

結婚対策事業………………………………… 249万円

(結婚相談所・紹介活動事業費など)

営農環境整備事業…………………・ぃー…….237万円

(吉地区多目的集会施設建設費などの村の支出分)

※総工費は側全国競馬畜産振興会等からの助成で約2.400万

-教育費
学校建築事業…・………...・ H ・-… 3億100万円

(須釜中体育館建築工事・泉中屋外環境緑化工事費など)

給食施設整競事業一…………・……2，650万円
(西部調理場廃水処理施設工事費など)

パソコン導入事業一…………....・ H ・..670万円

(泉中と須釜中にパソコンを導入する費用など)

..600万円

(福島空港ピル内に設置される会社への出資金)

-総務費
ふるさと創生事業一-一………・・…一3，961万円
(中学生国内研修・海外派遣事業費用など)

-農林水産業費
農地建設事業・・・……………………'9，592万円

(団体営農道整婿事業費など)

県単林道開設事業……・…・・………'3，496万円

(林道を開設する工事費など)

農業振興事業…………………………740万円

(ふくしまのもも新産地開発事業・ふくしまの地域特

産〔サルナシ〕振興事業費など)

円。

-衛生費
石川地方生活環境施設組合分賦金一・……・ 2，786万円

(斉場の施設を建設するための村負担金と、 し尿処理・ゴミ焼

却施設の遼営費など)

円万
円

υ
ハ
υ
の可
u

d
せ

費
諜
1ノ

B
m
f
 

i
l
l
晶
交
手
伝

復

側

報

室
口
材
町

災

壮

観

・

余

ぽ

-上水道事業会計
上水道建設改良事業…………………..4億4，500万円
(配水管新設工事・配水池配水管改修工事費など)

-民生費
泉保育所合併浄化槽設置事業・……一-…… • 1，390万円

(泉保育所に合併浄化槽を設置するための主事費など)

-農業集落排水事業会計
農業集落排水事業………・…………….2億4，824万円
(JIf辺地区で行われている排水事業の管路工事費など)
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函

匹

圏

直

直

圏
E
U

収
益
的
収
受
は

1
億

3
9
9
万
円

資
本
的
収
支
は

5
億

1
3
9
万
円

収
益
的
収
支
の
総
額
は
1
億
3

9

9
万
円
で
前
年
度
よ
り
も
2
，2
4
2

万
円
多
く
、
約
ロ
・
7
%
の
伸
び
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
で
も
、
収
入

総
額
が
4
億
9
，5
9
0
万
円
と
対
前

年
度
比
ロ
・
8
%
の
増
、
支
出
総
額

で
も
5
億
1
3
9
万
円
と
な
り
お
・

平成4年4月

収 入
1億399万円

営業収益 6，438万円

営業外収益 3，960万円
特別利益 1万円

出

1億399万円

営業費用 8，684万円

営業外費用 1，704万円
予備費他 11万円

広報にまかわ

支

国民健康保健特別会計

4億2，881万円
(前年度 4億2，530万円)

総
予
算
額
は
前
年
度
と
比
べ
て
3

5
1
万
円
多
く
、
約
1
%
の
伸
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
ま
で
は
社

会
保
険
の
適
用
の
影
響
で
被
保
険
者

が
減
少
し
、
一
番
の
財
源
と
な
る
保

険
税
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
口

今
年
度
は
、
社
会
保
険
の
適
用
が
ほ

ぼ
完
了
し
前
年
度
並
の
被
保
険
者
数

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
同
規
模
の
予

算

と

な

っ

て

い

ま

す

。

計
-

A

一品

医
療
費
の
動
向
を
見
る
と
、
総
額
別

で
は
対
前
年
度
比
で
M
m
-
m
%
と
減
特

少
し
て
い
ま
す
が
、
一
世
帯
一
人
当
膿

た
り
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
m
-
n
%
、
ぃ
川

邸
・
お
%
と
な
り
依
然
と
し
て
上
昇
老

傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
成

人
病
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

4
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
べ
る
と
大
幅
な
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
主
に
計

建
設
改
良
事
業
の
第
一
次
拡
張
事
業
陰

で
、
ポ
ン
プ
場
改
修
工
事
を
は
じ
め
目
的

配
水
管
等
の
新
設
工
事
を
行
う
た
め
業

で
す
。

H
N
.，， 
制
労落集業農民

円

円

防

円

円

円

円

訪

円

円

日
万
万
万
万
M
M
芳
一
吋

ー

十

ハ

u
n
U
ハ

υ
ハ
U

n

v

川
山
V

7

0

0

9

0

3

G

M

 

意

5
J
J
A
曜

8

4

計

6

1

1

4

;

i

意

億

-

-

-

億

匂
弓
ヮ
“
ヮ
ム

h
w『

F
D

前

崎

耳
J

円

劃

債

金

金

金

万

費

金

問

制

問

良

法

み

千

|

|

直

E
F

斡
業
担
叶
償
配
則
改
計

制

M

P

5

設
殺

人

企

負

一

補

出

建

企

又

支

“吋

業務予定量

給水戸数
1，340戸

年間総給水量
456，OOOM 

l日平均給水量
1; 250M 

共同事業交付金
463万円

国民健康保険税
1億9，021万円

支出懇話
l億6， 円

3 

療養給付費交付金
3，164万円

4億1，638万円
(前年 2億9，515万円)

2億5，195万円

4億2，881万円合計

保健施設費

418万円
保険給付費

3億1，353万円

万円

6 

議3万円
諸支出金他

61万円

4億2，881万円
B
十
l==ロムロ

備

.q，，~、

仏、

予

支払基金交付金
2億9，177万円

国庫支出金
8，307万円
A Z 
2，077万円
他
2，077万円

• }II辺地区で、行っている農業集落

排水事業の管路整備工事費などの

予算です。

出

金

豊富閣議議犠麹麹11

諸費
4億1，637万円
出金

支

入

1万円

療

支

県

繰

医

言者

県
支
出
金

繰

入

金

村

債

1
億

5
，

o
o
o万
円

2
，
5
9
5
万
円

7
，
6
0
0
万
円

事

業

費

公

債

費

予

備

費

2
億
4
，
8
2
4
万
円

3
6
6
万
円

5
万
円

圃
軍
団
圃

EFEE国
軍
国
圏

E

長~ 1 
撫小
地屋。
区地ー
(区肘

225 
にε7守
整とト子、
備北 rコ
さ須
れ釜

入否お金(歳入)

78万円

1，017万円

-使用料及び手数料

A Z 入-繰

168万円金附-寄

た
簡
易
給
水
施
設
の
維
持
管
理
を
行

う
た
め
の
予
算
と
、
4
年
度
で
新
た

に
山
小
屋
地
区
の
7
戸
に
給
水
施
設

を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。

使うお金(歳出)

861万円費務-総

397万円

5万円

7 

費

費

債

備

-公

-予
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1，000凶以上の土地取引は、 届出が必要てす

君
ぇ
翼
!
の

自

分

の

‘嘗

、亀

7 

世

界

を

広

げ
よ

~つ

揺
島
県
が
行
っ
て
い
る
青
年
海
外

派
遣
事
業
「
若
人
の
翼
」
の
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
海
外
研
修
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
理
解
を
深

め
、
広
い
も
の
の
見
方
を
身
に
つ
け

て
、
今
後
の
地
域
社
会
活
動
な
ど
に

生
か
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で

す。
あ
な
た
も
こ
の
機
会
を
利
用
し

て
、
翼
に
の
っ
て
自
分
の
世
界
を
広

げ
て
下
さ
い
。
応
募
の
条
件
等
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
人
員

欧
州
派
遣
班
長
3
名
団
員
ロ
名

南

米

タ

タ

2
名

夕

日

名

中

国

タ

タ

3
名

夕

立

名

オ
セ
ア
ニ
ア
ク
タ

3
名

夕

立

名

北

米

タ

タ

3
名
s

タ
ロ
名

年
齢
県
内
に
居
住
す
る
勤
労
青
年

で
次
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る
者
。

班
長
昭
和
白
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
訂
年
4
月
1
日
ま
で

闘
員
昭
和
幻
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
訂
年
4
月
1
日
ま
で

派
遣
コ

i
ス
及
び
期
間

欧
州
派
遣
(
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・
フ

ラ
ン
ス
)
日
月
M
日
か
ら
日
月
お
日

ま
で
日
日
開

南
米
派
遣
(
ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
グ
ア

イ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
)
日
月
U
日
か

ら
日
月
初
日
ま
で
げ
自
開

中
富
派
遣
(
中
華
人
民
共
和
国
)
刊
月

M
日
か
ら
日
月
お
日
ま
で
日
自
問

オ
セ
ア
ニ
ア
派
遣
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
)
日
月
比

日
か
ら
日
丹
初
日
ま
で
お
日
間

北
米
派
遣
(
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
メ

キ
シ
コ
)
刊
月
刊
抗
日
か
ら
日
月
刊
ω
日

ま
で
四
日
間

募
集
期
間
平
成
4
年
4
月
1
日
か

ら
5
月
初
日
ま
で

欠
格
条
件
・
団
員
で
は
、
本
事
業
に

過
去
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
人
、
ま

た
は
、
国
・
県
・
市
阿
村
な
ど
が
実

施
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

福
島
空
港
の
開
港
を
来
年
3
月
に
控
え
、
空
港
周
辺
地
の
地
価

が
高
騰
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
黒
で
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
把

握
し
適
正
な
土
地
利
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
監
視
区
域
を
指
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
監
視
区
域
内
で
1
，
9
0
0
2
m以
上
の
土
地
取
引

を
行
う
場
合
に
は
、
あ
ち
か
じ
め
県
知
事
に
届
け
出
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

①
指
定
区
域
以
下
の
地
域
を
除
く

村
内
全
域
(
大
字
四
辻
新
田
・
大
字

山
小
屋
・
大
学
山
新
田
・
大
学
南
須

釜
字
青
井
沢
・
大
井
沢
・
千
五
沢
・

早
坂
・
小
半
弓
)

②
指
定
期
間
平
成
4
年
4
月
初
日

か
ら
5
年
間

③
届
出
対
象
面
積

l
，
ooogm以
上

④
指
定
理
由
福
島
空
港
周
辺
地

8 

は
、
平
成
5
年
3
月
の
開
港
を
控
え
、

地
価
が
高
騰
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め。⑤
届
出
が
必
要
な
取
引
売
買
・
共

有
持
分
の
譲
渡
・
営
業
譲
渡
・
譲
渡

担
保
・
代
物
弁
済
・
交
換
白
予
約
完

結
権
、
買
一
民
権
等
の
譲
渡
、
地
上
権

の
設
定
、
譲
渡
。
(
こ
れ
ら
の
取
引

の
予
約
で
あ
る
場
合
も
事
前
に
届
出

が
必
要
で
す
。
)

(当事者!

司
片面「司
0 

~f~ l元一五)

「1
|勧 告1 [不勧告!

[1 
1公表 1 [契約i

(
届
出
は
契
約
の
6
週
間
前
ま
で
に
し
ま
し
ょ
う
。
)

-
班
長
は
、
本
事
業
へ
班
長
と
し
て

参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
入
、
ま
た
は
、

本
事
業
若
し
く
は
同
種
事
業
へ
参
加

後
5
年
を
経
過
し
な
い
人
。

・
大
学
・
高
等
専
門
学
校
、
ま
た
は

専
修
学
校
等
に
在
学
す
る
入
。

あなたの技術と経験を

留輝君議開発途上国で活かして下さい

雪;甲子;更宍現::j平苧翻~::~;男子';::~~明丹軒高>~羽ザ竺?吏. .シ
坊主管 砂 様。φ@γ ，..人ヤよかよりよ〈山γ 山 γ鋼、γ 山 γ 山、

・警告寄‘章。S誌を持。毒事窃ゆ与. ，提 唱B 電器 争 尋 @ 努 . . ヨ争 傷

面持!:書画酔:峰山;i高島!担当:川;;jimjj;jjmjjjjjjjtjjjji円
..... 担虜薗h駅 朝包_.圃E 後 予亀・園調園田園聞贋多号。 111' .命 . ..圃闘融喝。@

も 爾可曹9 寝静 也，#弘樹

官己主匂ぬ由羽
※
申
し
込
み
用
紙
は
、
村
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
玉
川
村
公
民
館

岱

U
i
3
1
0
1
内
線
白
番

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発

途
上
国
で
活
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
た
だ
い
ま
、
青
年
海
外
協
力

隊
員
を
募
集
中
で
す
c

応
募
資
格
別
歳
か
ら
mw
歳
ま
で

の
青
年
。

募
集
期
間
平
成
4
年
4
丹
回
日

以

w
j
5
月
幻
自
一
回

派
遣
期
間
原
則
と
し
て
2
年
間

派
遣
職
種
農
林
水
産
・
加
工
・

保
守
操
作
・
土
木
建
築
・
保
健
衛

生
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
7
部
門
、
約

日
程
待
遇
等
現
地
生
活
費
、
任
問
ま

で
の
往
復
航
空
運
賃
等
、
必
要
経

費
を
事
務
局
が
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
福
島
県
県
民
生

活
課
国
際
交
流
室
怨
0
2
4
5

1
幻

1
1
1
1
1
内
線
2
5
2
1

9 
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国
の
「
川
に
関
す
る
絵
」
で
も
入
賞

し
て
い
ま
す
。

先月号でもお知らせした、玉川村産のおいしいお米をつか

った「五平の潜」の全種類が完成し、村就業改善センターで発

表会が関かれました。

席上では3月3日から販売されている普通溜(甘口・辛口)

に加えて、大吟醸酒・

純米酒・本醸造酒が発

表され、出席者が試飲。

このおj曹は村内14の酒

販庖と来年 3月開港の

福島空港の空港ピルで

の販売を予定していま

す。

大
切
に
し
た
い
「
川
へ
の
心
」

玉川銘酒「五平の酒J発表会

児
童
作
文
表
彰

「
川
に
関
す
る
児
童
作
文
」
の
表

彰
が
須
釜
小
学
校
で
行
わ
れ
、

「
川
へ
の
心
」
と
題
し
た
詩
を
書
い

た
八
代
貴
子
さ
ん
(
五
年
生
)
に
東

北
地
方
建
設
局
、
福
島
工
事
事
務

所
か
ら
銅
賞
の
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

詩
は
、
川
に
関
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
に
悶
武
隈
川
水
系
水
質

汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会
が
募
集

し
、
県
内
出
校
か
ら
加
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
八
代
さ
ん
は
前

「
川
へ
の
心
」

代
表
の
吉
田
さ
ん
へ

八

代

子

貴

健
康

8窪
世往
時1

美
し
く
光
っ
た

あ
の
時
の
川

き
ら
き
ら
と

自
分
の
体
を

か
が
や
か
せ

走
り
ま
わ
る

ま
る
で

空
の
星
た
ち
の
よ
う
に

そ
れ
が

あ
る
時

土
さ
え
さ
っ
て
し
ま
っ
た

あ
の
美
し
か
っ
た
川
が

自
然
が
こ
わ
さ
れ

み
ん
な

き
え
て
ゆ
く

今
の
人
た
ち
は

そ
れ
を
し
ら
な
い

き
ら
き
ら
光
っ
て
い
る

あ
の
川
を

3
月
訪
日
、
平
成
3
年
度
の

国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

式
が
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ、

8
世
帯
の
家
庭
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
平
成
2
年
度

の
留
保
家
庭
の
中
で
、
被
保
険

者
2
人
以
上
の
世
替
は

1
年

間
、
単
身
世
帯
に
つ
い
て
は
2

年
間
、
窪
締
の
診
療
を
受
け
ず

に
国
保
税
を
完
納
し
た
家
庭
に

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
家
庭
は
次
の
と

お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

吉

田

寿

光

(

川

辺

)

首

藤

敬

憲

(

岩

法

寺

)

仁

井

田

代

治

(

竜

崎

)

円

谷

治

男

(

南

須

釜

)

関

根

初

子

(

北

須

釜

)

渡

辺

正

己

(

タ

)

鈴

木

尚

治

(

吉

)

森

由

雄

(

ク

)

色
あ
ざ
や
か
に

春
を
呼
ぶ
南
須
釜
の
念
仏
踊
り

ぼ
く
も
、
わ
た
し
も

ぷ
閤
d

の
健
康
優
良
児
で
す

まゅのお守りで交通安全を

玉
川
村
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
「
南
須
釜
の
念
仏
蹄
り
」
が
東
福

寺
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
人
形
教
室
で
作
製
さ
れ
た
和

紙
人
形
も
展
示
さ
れ
、
大
勢
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

平
成
3
年
度
の
「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
が
村
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
車
問
村
長
か
ら
受
賞
者
に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

3
歳
児
歯
科
検
診
の
受
診

者
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
を
表
彰
し
て
お
り
、
今
回
は
最

優
秀
賞
が
8
入
、
優
秀
賞
が
9
人
の
計
ロ
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
最
優
秀
の
増
子
さ

ん
と
大
川
内
さ
ん
は
、

元
年
度
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
兄
さ
ん
も
受
賞

し
て
い
ま
す
口
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
。

氏
名
(
保
護
者
名
)

最
優
秀
費

増
子
稔
康
(
明
)
・
大
川
内

莱
月
(
孝
)
・
鈴
木
裕
恩
恵

(
繁
孝
)
・
白
旗
大
樹
(
登

志
夫
)
・
曲
山
広
之
(
勉
)

・
縫
知
代
乃
(
昌
弘
)
・
有

賀
智
史
(
貞
亥
)
・
五
森

泉
(
四
郎
こ

優

秀

賞

矢
部
秀
美
(
玄
幸
)
・
矢
吹

真
純
(
武
美
)
・
車
田
っ
か

さ
(
昭
司
)
・
飯
田
硲
晃

(
晴
夫
)
・
小
針
千
佳
(
保

敏
)
・
関
根
美
佳
(
武
男
)

・
円
谷
絵
美
(
兼
…
)
・
塩

沢
結
花
(
浩
道
)
・
草
野
朔

太
(
車
こ

石
川
養
蚕
農
業
協
同
組
合
か
ら
村

に
ρ

ま
ゅ
の
交
通
安
全
の
お
守
り
が

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

赤
字
問
・
黄
色
の
ス
ズ
ラ
ン
の
花
を

か
た
ど
っ
た
お
守
り
は
、
養
蚕
婦
人

部
の
方
々
が
作
っ
た
も
の
で
、
今
年

度
の
小
学
生
新
入
児
童
全
員
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
守
り

は
昨
年
も
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

北海道の十勝に

お住まいの大越和

夫さんから広報た

まかわに「故郷の

ぬくもり」と題し

た、うれしいお便りをいただきました

のでご紹介します。

「故郷のぬくもりJ
昨年のクリスマスごろ、 2年ぶり

に高令の母を丸井うため、故郷の五

川村を妻と共に訪ねましたc

月日の流れは早いもので村を離れ

てから幼年も追ぎてしまいました。

想、い出すのは 17歳まで追ごした村の

風景や田園、哀の夜は毎日カエルの

台、世呂ベコホタノレヨ守り・・・・・・・・・。

戦前、戦後の食桂難で生法的に怠

まれた時世ではありませんでした

が、様、々な色然の風景が担、い出され

ます。

昭和59与に広報たまかわに空港建

設の記事が掲載され、担当のフケも変

わり、表紙も 2枚目となりました。

新聞やテレビで玉川村のことが取り

よげられる回数も多くなり、懐かし

んでおります。

現丘、矛ムは40年勤めた職場を定年

となりましたが、推せんにより法務

局に玄ぽ姦しています。

北海追十勝大樹町 大越和夫

平成4年4月

故郷司

ぬ¥lし'J

広報たまかわ
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肩;zlて毛布走 村職員ずのよ米議莫討が;二
ザJあり:ぎll読まさめで守治初ダセ拶Jきす
険議会事務局長=溝井義三(総務課主幹兼庶務係長)...総務

課庶務係長官野口庄嗣(総務課員す政係長)砂総務課財政係長

=鈴木一夫(企画調整課主査)ル企画調整課商工観光係長=

鈴木孝(税務課主査)砂税務課主査=須釜信一(農業委員会

主査)惨農業委員会主事=塩田敦(須釜支所主事)...須釜支

所主事補=大越健一(住民課主事補)が住民課主事補=大竹

義紀(新採用・岩法寺)砂住民課主事補=石井春美(新採用

.小高)惨企画調整課主事補=野崎敦子(新採用・)11辺)砂総
務課主査・郡山地方広域市昨村関組合派遣 ( 4 月 ~9 月ま
で)口小針弘(須賀川地方広域消防本部より割愛)砂泉保育

所保母=岩谷幸子(すがま幼稚菌教諭)砂すがま幼稚園教諭

=吉田貴子(泉保育所保母)砂教育委員会派遣社会教育主事

=橋本意ー(郡山市富田東小)砂退職者=白旗幹雄(3月

31日付で定年退職)

教職員のλ事異動
今年の教職員の異動により、転出・転入された方々をご

紹介します。

・転出者 ( )は新任校

惨玉)11第一小佐藤修一教諭(入国付小)黒木i盛子教諭(大
東小)久保亘樹教諭(酉袋中)判11辺小 浅野高之教諭(富

野小)目黒了教諭(休職)炉須釜小 鈴木国浩教諭(柳津町

立西山小)大槻瑞也教諭(大波小)久保順子教諭(白方

小)薄井異智子主査(須賀川三中)惨泉中 木田達男校長

(退職)佐藤好男教諭(泉嶋中)益子源右教諭(棚倉中)菅

井昭教諭(小平中)ル須釜中 大谷明弘校長(滝根中)

・転入者 ( )は!日任校

b玉)11第一小 内山真寿美教諭(信夫一小)田中純教諭(多

国野小)井上祐子教諭(堀越小)長谷川優子栄養技師(新

採用)歩川辺小大塚勢津子教諭(矢吹小)本望久美子教

諭(滑津小)仁科篤弘教諭(新採用)三瓶重敏講師(新採

用)南候純子養護教諭(舘岩小)砂須釜小相楽勝美講師

(新採用)御代美江主事(東舘小)惨泉中 安倍治男校長

(県中教育事務所)松山智恵教諭(郡山六中)庄司新一教

諭(岩瀬中)砂須釜中 関根照夫校長(古殿中)

⑫ 

つ

と贈り物、

お互いの力でまちづくり

足元を

見つめ直そ

子供や孫への
しげひろ)

1929年北海道旭川市生まれ。..応義塾大学経済学
部卒業。‘経営コンサルタント時代から地域開発・

ふるさとづくりを手がける。現在、 f8本ふるさ
と塾Jを主宰し、まちづくりのプランナーとして、

数多くの地方公共団体の地域づくり基本計画、実

施計雷などの策定に携わる。蓮沼門三社会教育賞

受賞。著書に「手づくりのふるさとJ、「日本人と

まちづくり」、「レッツ・ラブ運動の展開」、「第四

の教育~ふるさと教育'-'_Jなどがある。

平成4年4月

国著者紹介掴

萩原茂裕(はぎわら

広報たまかわ

須釜中学校の卒業式から

自
動
車
税
は
、

4
月
1
日
現
在
で

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
に
対

し、

6
月
1
日
を
納
期
限
と
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
、

5

月
中
旬
に
送
ら
れ
ま
す
の
で
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
身
体
の
不
自
由
な
方
な
ど

で

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、

書
類
を
添
え
て
5
月
お
日
ま
で
申
請

し
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
、
郡
山
県

税
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

8
0
2
4
9
1
お
ー

1
2
3
5

「
何
も
な
い
」
と

決
め
て
か
か
ら
な
い

H

自
慢
で
き
る
も
の
が
真
の
観
光
資

源
H

と
い
う
こ
と
を
、
私
は
常
々
い
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
全
国
の
ま

ち
を
お
訪
ね
し
て
よ
く
耳
に
す
る
の

キ
也
、「
い
や
あ
こ
の
ま
ち
に
は
、
自
慢
で

き
る
も
の
は
、
何
も
あ
り
ま
せ
ん
」

「
観
光
資
源
と
な
る
よ
う
な
材
料
は

あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
初
め
か
ら
、

N

な
い
な
い
づ
く
し
M

と
決
め
て
か

か
っ
て
は
、
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

ま
ち
の
名
前
で

観
光
客
を
呼
ぶ

数
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
福
島
県

の
只
見
と
い
う
ま
ち
に
行
き
ま
し

た
。地
元
の
有
志
の
方
た
ち
が
、

「
夏
は
ど
う
に
か
観
光
客
が
く
る
ん

で
す
が
、
冬
は
さ
っ
ぱ
り
で
す
よ
。

何
も
な
い
で
す
け
ど
、
い
い
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ね
」

と
口
々
に
い
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。

「
な
い
こ
と
a

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
口
只

見
と
い
う
ま
ち
の
名
前
が
あ
り
ま
す

よ
。
名
前
を
売
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
。
冬
、
人
が
こ
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、

事
業
主
の
皆
き
ん
、
平
成
4
年
度

の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
時
期
で

す
。4
月
初
め
に
福
島
労
働
基
準
局、

ま
た
は
福
島
県
雇
用
保
険
課
か
ら
送

付
さ
れ
る
申
告
書
用
紙
と
記
入
要
領

を
よ
く
読
ん
で
、

5
丹
時
日
ま
で
に

次
の
場
所
で
手
続
き
し
て
下
さ
い
0

・
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
基
準

局
ま
た
は
県
雇
用
保
険
課

ま
た
、
期
日
ま
で
に
申
告
で
き
る

よ
う
賃
金
台
帳
等
を
整
備
し
ま
し
ょ

、ペノ
O

た
だ
で
芝
居
ぐ
ら
い
見
せ
る
こ
と
を

や
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
」

す
る
と
、
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
の

目
が
輝
き
、
す
ぐ
さ
ま
実
行
に
移
し

た
の
で
す
。
「
よ
し
、
お
れ
が
フ
ィ

ル
ム
を
借
り
る
か
ら
映
画
会
を
や
ろ

、っ」
商
工
会
の
会
長
さ
ん
が
、
か
つ
て

映
画
館
を
経
営
し
て
い
た
人
で
、
話

が
と
ん
と
ん
拍
子
に
進
み
、
イ
ベ
ン

ト
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
『
た

だ
み
(
只
見
)
映
闇
祭
』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
は
屋
外
に
セ

ッ
ト
し
、
ス
ク

リ
ー
ン
は
、
降
り
積
も
っ
た
雪
で
こ

し
ら
え
ま
し
た
。
観
客
は
、
コ
ー
ト

の
え
り
を
立
て
て
:
:
:
。

奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
に
、
マ
ス
コ
ミ

が
書
き
た
て
ま
し
た
口
み
ん
な
が
自

信
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

笹
つ
葉
に
目
を
つ
け

観
光
資
源
に

そ
れ
ま
で
H

何
も
な
い
H

と
い
っ
て

い
た
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

の
名
前
を
、
観
光
の
材
料
と
し
て
と

ら
え
た
の
で
す
。

笹
っ

葉
ば
か
り
し
か
な
い
と
思
っ

て
い
た
人
た
ち
が
、
次
に
は
こ
の

笹
つ
葉
に
目
を
つ
け
、
こ
れ
で
何
か

を
つ
く
れ
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
笹
を
粉
末
に
し
て
混
ぜ
た

国
民
年
金
保
険
料
は
、
国
民
年
金

制
度
の
基
礎
年
金
を
支
え
る
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。

こ
の
定
額
保
険
料
が
4
月
か
ら
7

0
0
円
上
が
り
1
カ
月
9
，
7
0
0

円
に
な
り
ま
し
た
。
付
加
保
険
料
は

今
ま
で
と
同
じ
で
す
。

4
月
1
日
か
ら
、
県
税
に
関
す
る

納
税
証
明
の
手
数
料
が
一
税
目
、
一

事
項
ご
と
側
円
(
前
制
円
)
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

H

そ
ば
H

が
誕
生
し
た
の
で
す
。
「笹

そ
ば
」
、
こ
れ
が
爆
発
的
に
売
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

自
信
を
も
っ
た
若
者
た
ち
は
、

お
金
を
出
し
あ
っ
て
、

4
7
・
食
・

人
」
と
い
う
有
限
会
社
を
つ
く
り
、

い
ろ
い
ろ
新
し
い
商
品
を
開
発
し

ま
し
た
。
好
評
の
よ
う
で
す
。
H

ま

ち
H

も
商
品
な
の
で
す
。
そ
の
ま

ち
に
愛
着
を
も
て
ば
、
お
の
ず
と

自
慢
で
き
る
も
の
の
一
つ
や
二
つ

は
出
て
き
ま
す
D

足
元
を
み
れ
ば
、

材
料
は
い
く
ら
で
も
あ
る
と
思
う

の
で
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
日
本
人

は
、
と
も
す
れ
ば
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
ま
ち
の
こ
と
を
よ
く
知
り

ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
を
訪

ね
て
案
内
し
て
も
ら
う
た
び
に
、

そ
う
思
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
そ
こ
に
住
む

か
ぎ
り
、
も
っ
と
も
っ
と
、
地
元

の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
う
の
で
す
。

12 

今

男

子

募
集
期
間

6
月

ω日
ま
で

試
験
期
日
毎
日
(
日
曜
・
土
曜
・

祝
祭
日
を
除
く
)

試
験
場
自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡

部
郡
山
募
集
事
務
所

-v女子
募
集
期
間

5
月
白
日
ま
で

試
験
期
日

6
月
7
5
(
日
)

試
験
場
陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯

地

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
ま
た
は

郡
山
募
集
事
務
所
ま
で
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

岱

0
2
4
9
i
n
-
-
4
2
9

村
の
今
後
の
高
齢
者
の
保
健
、
福

祉
両
面
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
定

め
る
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
を
策

定
す
る
た
め
、

5
月
に
、
村
内
に
居

住
さ
れ
て
い
る
何
歳
以
上
の
方
全
員

を
対
象
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
高
齢
者
の
方
々
が

ど
の
よ
う
な
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
望
ん
で
い
る
か
な
ど
を
十
分
に
調

べ
た
う
え
で
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、

保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
量
や
供
給

体
制
の
あ
り
方
な
ど
を
決
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

調
査
の
た
め
、
民
生
委
員
や
保
健

婦
が
高
齢
者
の
ご
家
庭
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

13 



平成4年4月広報たまかわ

今
月
の
納
税

国
民
年
金
保
険
料

4
月
分

(
納
期
限
は
4
用
計
日
(
月
)
で
す
。

忘
れ
す
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
)

疾
走
ん
時
一日力を

ふ
く
じ

f

ま
駅
伝
選
手
募
集

お誕生おめでとう
ございます

利男

登志夫

雄

( 2月届出分)

出生児氏名 保護者名

小針未咲

白旗愛美

小林隼
みき

車田美希

瓶子幸恵

真野目瀦悟

小針剛幸

石井幸菜

.-J‘、、"
. /，'、 k ‘〆
司・，-・， 、， . 
ふ庁、・^"，. {'.._ 

/、、F(.、唱'7VI.. " '-'-

( 1.戸むザ汗め (ó~ ク 1r T..r'fJ r T'J..'f'..) ~ Q ~) 

ふ
く
し
ま
駅
伝
玉
川
村
実
行
委
員

会
(
仁
井
田
仁
一
会
長
)
で
は
、
日
月

詑
日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
4
回
市
町

村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
」
の
出
場

選
手
を
募
集
し
ま
す
。

自
的
「
ふ
く
し
ま
国
体
」
に
向
け
た

中
・
長
距
離
選
手
の
育
成
と
、
村
ス

ポ
1
ツ
の
振
興

参
加
資
格
玉
川
村
に
在
住
の
方

(
学
生
、
生
徒
は
保
護
者
が
村
内
に

居
住
し
て
い
れ
ば
よ
い
)

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

大
会
事
務
局
・
玉
川
村
公
民
館

包
五
七
ー
三
一

O
一
内
線
白
番
へ

区地

重

義

夫

夫

正

利

孝

幸

辺

吉
岡

岩法寺

南須釜

北須釜

四辻新田

ク

ク

i
 
i
 

，
 
...
 
，ョ，，

パソコン教室(入門編)生徒募集

公民館では、 5月から10回、パソコン教室を開講しま
す。情報を上手に処理するには、これしかありてません。

・日 跨平成4年 5月12.日ωから 7月14日tめまで
毎週火曜日計10簡 '午後 6 時30分~8 時30分
@場 所玉川村就業改善センター

・募集人員 12名

@講 師高橋兼之さんUI/辺)
パソコンは、 NECPC-9801RAを使用しますので関
連機種をお持ちの方はご持参下さい。

im
俳
カ
タ
カ
ナ
語

ケ
ア
一
世
話
、
介
護
、
心
配
。

セ
ル
フ
ケ
ア
一
健
康
の
自
己
管
理
。

パ
ト
リ
オ
ツ
ト
一
愛
国
者
。

和

おくやみ
申し上げます

光

喜代春

嘉志

( 2月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

野崎サダ

八木ミイ

矢吹玉次

正71 

90 

辺

南須釜

山小屋

区I也

i
 
i
 

-aE
，，
f
 

あ

ざが
いと
まう
し

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コレ

・
岩
法
寺
の
大
竹
長
一
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
中
の
駒
木
根
正
男
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
山
小
屋
の
矢
吹
嘉
志
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
川
辺
の
野
崎
角
男
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
南
須
釜
の
八
木
喜
代
春
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
郵
便
速
達
料
金
の
つ
り
銭
を
(
匿

名
者
)
七
二
人
円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)
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-5月1日""-'5月78は憲法週間です一




